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 来週３月８日(金)に挙行する本年度の卒業式まで、カレンダーではあと７日、授業日としてはあ

と５日となりました。残り少ないとはいえ、３年生とともに過ごせる時間がまだある中で、「３年

生、ありがとう！」と感謝の気持ちを伝えるのも少し早い気もしますが、先日２７日 (火)には給食

センターから３年生のために「卒業お祝い献立」が出されたり、一昨日の２８日 (水)には３年生に

よる「奉仕作業」が行われたりすると、「ありがとう！」の気持ちは自然に高まってきます。  

 「卒業お祝い献立」には大きなエビフライや色鮮やかなフルーツもあり、ランチルームで食べて

いる３年生の幸せそうな表情がなんとも微笑ましく、養父市の給食がもつ豊かさを改めて感じまし

た。また、「奉仕作業」では、その見事な働きぶりに３年生ならではの底力と頼もしさを大いに感

じました。３学期になり受検への本格的な準備期間に入ったせいか、普段は授業の中での、いわゆ

る「まじめな姿」しか見ることがなかっただけに、体操服姿の３年生が屋外で、声をかけ合い、柔

らかな表情で気持ちよさそうに作業する姿がとにかく新鮮に映ったのかもしれません。  

 「卒業お祝い献立」でのランチルームで見せてくれた何ともいえない穏やかで和やかな雰囲気。

「奉仕作業」で見せてくれた朗らかで生き生きとした働きぶり。３年生が持っている「らしさ」を

存分に感じ取ることができたことを本当にうれしく思います。  

 ３年生の養父中での生活もあとわずか。来週５日 (火)には、１、２年生が「３年生を送る会」を

催してくれます。生徒会役員を中心に準備が進んでいます。とても楽しみです。その時には、きっ

と確かな気持ちの表れとして「ありがとう！」の言葉をみんなで伝えることでしょう。そして、

その数日後の卒業式で、３年生と過ごした数々の思い出の分だけ、さらに「ありがとう！」の言

葉は幾重にも重なり合って静かに静かにこだまするのでしょうね。  

＜卒業お祝い献立にて＞ 

 

 

 

 

 

＜奉仕作業にて＞ 
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栄養教諭の羽渕先生

や給食センターの職

員の方々に感謝の言

葉とともに、花束を

贈りました。 

教室棟１階や中庭の清掃、部室棟横の土山の撤去、体育館

下のピロティーの整備に取り組んでくれました。 ピロティーもすっきりと広くなりました。 

「To Be a Good School」（良い学校をつくろう） 



 

 「学校評価」においてご協力をお願いした「保護者アンケート」の結果について、前号(25 号)

に続いて、その概要を掲載します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Strawberry Fair 

３年生の○○○○さんが美術の授業で企画・制作し、今年度の最優秀賞と

なった作品が、いよいよ今日(3/1)から、実物のケーキになってカタシマ様の

各店舗で販売されます。 

ケーキの名前は、「ラブリエ（La Briller）」。フランス語で、「輝く」とい

う意味をもつこのケーキ。○○さんは、「夢はたくさん努力をして叶えるもの

だから、これからいろいろな経験を重ねて輝いていきたい」という思いを込

めて名付けたそうです。 

甘酸っぱいイチゴと、イチゴに見立てたミニシューとのアンサンブルが楽

しく、それでいて中身はちょっと大人を感じさせるほろ苦くもすっきりとし

た後味のステキなケーキに仕上がっています。 

学校評価に係る「保護者アンケート」への回答結果を受けて（その２） 

１ 本校は教育目標の実施に向けて、学校行事
等の教育活動が適切に展開されていると思
われますか。 

10 本校の生徒は、主体的に活発に行事等の活
動に取り組んでいると思われますか。 

12 お子さんは、前向きに学校生活が送れてい
ると思われますか。 

17 お子さんは進んで部活動に取り組んでい
ると思われますか。（２年・１年） 

お子さんは進んで部活動に取り組んでいたと
思われますか。（３年） 

14 お子さんには、困ったときに相談できる先
生がいると思われますか。 

６ 本校では、生徒理解のもと適切な生徒指導
が行われていると思われますか。 

 上記４つの項目をはじめ、他にも本当にありがたい結果をいただいています。さらなる改善も含

めて今後の糧として一層精進して教育活動にあたっていこうと、意を新たにしているところです。  

 一方、６や 14 の項目の結果のように、生徒指導や教育相談について、まだまだ工夫と改善が必

要であるととらえています。指導場面において、生徒の状況をしっかりととらえながら、どのよう

に生徒の心に思いや言葉を届けていくのか、しっかりと工夫していくことが大切であると考えてい

ます。アンケートの自由記述欄に、教育相談のあり方についてのご意見もいただいています。 

しっかりと研修を重ねながら、指導にあたっていきたいと思います。 

「ＡＢＣ ＋ ＤＥ」はすべてのベース 


